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サステナビリティの強化（社会）戦略の進捗と成果 長期成長ストーリー データガバナンス戦略の進捗と成果東海理化の価値創造

2023年度を振り返ると、6月に米MSCI社によるESG指数の一つである「MSCI日本株女性活躍指数
（WIN）」に初めて選定されました。
同月にはさらに愛知県からの委嘱を受け「あいち女性の活躍プロモーションリーダー」にも就任しま
した。愛知県が県内企業の女性の活躍を推進するため、「あいち女性輝きカンパニー」の中から愛知県
が実施する女性の活躍促進の取り組みに協力する企業が就任するものです。
8月にはESGのグローバル基準を満たす株価指数「FTSE Blossom Japan Sector Relative 
Index」の構成銘柄に2年連続で選定されました。
2024年3月には経済産業省と日本健康会議が共同で実施する「健康経営優良法人2024」に2020年
から5年連続で選定されました。
このように当社のダイバーシティ＆インクルージョンや健康経営は社会から高く評価されているよう
に見えますが、まだまだ不十分であると感じています。
今回の特集で取り上げているように、当社では今年度より「社員一人ひとりが、働きがいを感じることが
できる会社」をめざして「必要な人財の育成・活用」「全員活躍を実現するチームづくり」「求める人財
の挑戦・進化」を三本柱とした人的資本経営を進めています。
また、これからの当社に求められるのは、社会に貢献し社会を幸せにすることであり、そのためには
社員が幸せになり笑顔になることが必要であると考え、2011年より継続していた年度スローガンを
刷新し「『健康・考動・笑顔』で未来を創ろう！！」としました。
「考動」とは、2021年4月に東海理化グループが長年にわたり培ってきた、そして今後も大切にして
いくべき価値観を込め、私たちが考えて行動する際の道標（みちしるべ）として策定した「考動宣言」に
よるものです。
これからもこのように社員の幸せを起点としてサステナビリティを推進していきます。
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当社では「社会の一員として、法と倫理を遵守し自然・地域と共生する企業」を理念とし、全ての事業活動において、人権尊重の
重要性を認識しています。国連の「ビジネスと人権に関する指導原則」を支持するとともに、グループ人権方針に基づき、人権
尊重の取り組みを推進しています。
https://www.tokai-rika.co.jp/sustainability/society/human-rights/pdf/policy.pdf

具体的には、自社・国内外子会社・仕入先さまにおける人権課題の洗い出しを行い、抽出した課題に対する対応を行っています。
サプライチェーンにおいては外国人技能実習生の受け入れ事例も多いことから、法令遵守はもちろん、適切な労働環境の整備に
ついても確認をしています。「考動宣言」「社員行動指針」の浸透が人権の尊重につながると考え、世界各地の拠点で社内報を
通じた啓発活動を実施しています。

人権の尊重

人権デューデリジェンスの実施
「東海理化グループ人権方針」に基づき、事業
活動における人権への負の影響の特定・評価を
行い、評価結果に基づく適切な対応策、モニタ
リング、および情報開示に取り組んでいきます。
また、人権を尊重した持続的な事業活動の実現に
向けて、社内外のステークホルダーとの対話を
通じて、自社の活動にフィードバックしていきます。

人権デューデリジェンス

人権デューデリジェンスリスク特定・評価シートより抜粋

負の影響の防止

モニタリングの実施

PDCA

人権への負の影響の
特定・評価

情報開示
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